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作用機構 作用点 グループ名 生物グループ名 有効成分名 農薬名（例）
殺菌剤の耐性ﾘｽｸ・
備考

FRAC
コード

細胞壁、膜を介したイオン輸送における

複数の効果；キレート効果
植物抽出物 ポリペプチド（レクチン） 発芽スイートルーピン抽出たんぱく質 プロブラッド 耐性菌未発生。 BM1

糸状菌Trichoderma  spp. トリコデルマ　アトロビリデ　SKT-1株 エコホープ 耐性菌未発生。

糸状菌Coniothyrium spp.
コニオチリウム ミニタンス
CON/M/91-08 株

ミニタン 耐性菌未発生。

糸状菌Talaromyces spp.
タラロマイセス　フラバス　SAY-
Y-94-01株

タフパール、タフブロック 耐性菌未発生。

バチルス　アミロリクエファシエ
ンス　AT-332株

インプレッションクリア 耐性菌未発生。

バチルス　ズブチリス　QST-713株* インプレッション、セレナーデ 耐性菌未発生。

バチルス　ズブチリス　D747株* エコショット 耐性菌未発生。

バチルス　ズブチリス　MBI600株* ボトキラー、ボトピカ 耐性菌未発生。

バチルス　ズブチリス　Y1336株 バイオワーク、バチスター 耐性菌未発生。

バチルス　ズブチリス　HAI-0404株 アグロケア 耐性菌未発生。

β(1,3)グルカン合成酵素およびキチン合
成酵素の阻害とそれに伴う細胞壁生合
成の阻害、膜、膜機能、ミトコンドリアおよ
び酸化過程の破壊

植物または微生物由来の代
謝産物、またはこれらの合成
物

植物(または他の生物）由来の分子または同一分子 シンナムアルデヒド 置型しなもん 耐性菌未発生。 BM3

細菌Lactobacillus  spp.
ラクトバチルス　プランタラム

BY株
ラクトガード 耐性菌未発生。

細菌Pseudomonas spp.
シュードモナス　ロデシアHAI-
0804株

マスタピース 耐性菌未発生。

FRACコード表日本版（2025年5月）生物農薬抜粋

複数の効果の報告がある（例、すべての
生物農薬に適用しない）：競合、微生物

寄生、抗生作用、殺菌リポペプチドによ
る細胞膜破壊、溶菌酵素、抵抗性誘導

微生物（生菌または抽出物、

代謝産物）
BM2

細菌Bacillus  spp.

ＢＭ：複数の作用
機構を有する生
物製剤、または
植物または微生

物由来の代謝産
物、またはこれら
の合成物

*：現在はバチルス　アミロリクエファシエンスで分類されていますが、登録時の分類で記載しています。

未分類 不明 微生物 NC

記号と一桁の数字による組み合わせで、例えば'BM2'に0を挿入して'BM 02'のように標記することもあります。

FRAC CODE LISTに記載の生物農薬を抜粋しました[最新版はJ FRACホームページ(https://www.croplifejapan.org/labo/mechanism.html)に掲載]。


